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委員会構成・正副議長あいさつ

委員会の構成が変わりました！
５月 16 日に開催されました、第２回臨
時会におきまして、２１期後半（２年）
の委員会構成が決まりました。
また、第２回定例会におきまして、総合
戦略特別委員会の名称や目的を変更する
決議が可決されました。

総務常任委員会 民生常任委員会 経済建設常任委員会

議会運営委員会 新病院建設特別委員会    総合戦略・定住自立圏
特別委員会  

【委員長】 木村 光宏
【副委員長】 猪口 満雅
【委員】 新井 優也

武田 貞行
峯　 泰教
松本 一郎
日向 清一
山田 靖廣

【委員長】 大和　 勝
【副委員長】 上田 久司
【委員】 坂井 秋子

野尻 　清
平野 義文
石黒 武美
河合 清秀

【委員長】 太田 博之
【副委員長】 枝廣 晴基
【委員】 伊澤 幸信

豊岡 義博
宮下 　透
坂井 照美
斉須 正友

【委員長】 武田 貞行
【副委員長】 松本 一郎
【委員】 枝廣 晴基

木村 光宏
宮下 　透
日向 清一
猪口 満雅
山田 靖廣

【委員長】 平野 義文
【副委員長】 河合 清秀
【委員】 枝廣 晴基

木村 光宏
坂井 秋子
宮下　 透
石黒 武美
坂井 照美
日向 清一
斉須 正友
上田 久司

【委員長】 猪口 満雅
【副委員長】 新井 優也
【委員】 伊澤 幸信

武田 貞行
豊岡 義博
野尻　 清
太田 博之
松本 一郎
大和 　勝
山田 靖廣

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

質　
投
票
事
務
従
事
者
の
役
職
と

　

こ
の
度
、
第
37
代
岩
見
沢
市
議

会
議
長
に
選
出
賜
り
ま
し
た
。
前

期
２
年
に
引
き
続
き
ま
し
て
議
長

の
職
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

任
期
４
年
の
折
り
返
し
を
迎
え

残
り
２
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

２
年
間
は
「
議
員
定
数
等
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
定
数
の
検
討
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
広
報
広

聴
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
当
市
を
中

心
と
し
た
近
隣
４
市
５
町
に
よ
る

「
定
住
自
立
圏
」
の
問
題
に
つ
き
ま

し
て
も
各
議
会
の
垣
根
を
超
え
て

研
修
と
意
見
交
換
な
ど
の
機
会
を

設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
市
内
中
学
生

を
対
象
に
主
権
者
共
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
少
し
で

も
お
答
え
出
来
ま
す
よ
う
「
常
に

変
化
し
続
け
る
議
会
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質　
投
票
事
務
従
事
者
の
役
職
と

　

令
和
７
年
第
２
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
多
く
の
議
員
の
皆
様
か
ら

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
伝
統
あ
る

岩
見
沢
市
議
会
の
副
議
長
と
い
う

大
役
を
拝
し
、
誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

副
議
長
の
職
務
を
遂
行
す
る
と

と
も
に
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
と
市
政
の
発
展
の

た
め
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
、
議
論
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
本
市
議
会
が
市

民
の
皆
様
か
ら
の
負
託
と
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
議
長
就

任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

議　長
峯　 泰教

副議長
豊岡 義博

(

第
２
回
臨
時
会
に
て)

※当市議会では、令和７年度より主権者教育を
「主権者共育」と表記しています。
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QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

共
生
社
会
に
お
け
る
岩
見
沢
市
の
戦
略

質　
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」
の
拡
充
と
活
用
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
個
人
の
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
で
き
る
よ
う
、
昨
年
３
月

か
ら
導
入
し
て
い
る
。
昨
年
７
月
か
ら
は
、
団
体
活
動
も
ポ
イ

ン
ト
対
象
と
な
り
、
高
齢
者
の
要
望
を
受
け
て
紙
カ
ー
ド
の
使

用
期
限
を
１
年
延
長
す
る
な
ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

拡
充
や
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
設
定
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く
り
活
動
を

楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
予
算
で
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
現
時
点
で
は

ポ
イ
ン
ト
設
定
を
変
更
す
る
予
定
は
な
い
が
、
自
身
の
健
康
づ

く
り
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
引
き
続
き

様
々
な
健
康
づ
く
り
施
策
に
取
り
組
む
方
針
。

質　
「
認
定
高
等
職
業
訓
練
校
」
の
今
後
の
展
開
と
「
就
労
継

続
支
援
事
業
所
」
の
支
援
に
つ
い
て

答　
「
岩
見
沢
地
方
高
等
職
業
訓
練
校
」
に
つ
い
て
、
国
の
助

成
金
を
市
独
自
に
増
額
す
る
な
ど
、
今
後
も
受
講
者
の
確
保
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
。
ま
た
、
本
職
業
訓
練
校
は
、
技

術
力
の
向
上
を
通
じ
て
地
元
企
業
の
経
営
基
盤
な
ど
の
強
化
を

図
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　
就
労
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
市
が
率
先
し
て
就
労
継
続
支
援

事
業
所
か
ら
調
達
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
機
会
の
確
保
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画

2026
等
に
よ
る
移
転

検
討
の
情
報
を
受
け
、
岩
見
沢
誘
致
の
考
え
方
に
つ
い
て

答
【
市
長
】
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が

2024
年
３
月
に
公
表
し
た
、

2026
年
度

ま
で
の
３
か
年
の
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
計
画
期
間
終
了

後
を
見
据
え
た
事
業
構
想
と
し
て
、
苗
穂
工
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
う
開
発
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
新
工
場
の
建
設
地
と
し
て
は
、現
在
地
で
の
建
替
え
の
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
沿
線
の
適
地
に
移
転
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
岩

見
沢
駅
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
も
有
力
な
候
補
地
に
な
り
得
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
当
市
と
し
て
も
、
昨
年
の
計
画
公
表
を
受
け
、
市
の
担
当
者

が
同
社
を
訪
問
し
て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
の
詳
細
や
候
補
地

の
選
定
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で

2027
年
度
以
降
に
具
体

化
す
る
構
想
と
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
、
特
段
の
情
報
は
聞

い
て
い
な
い
が
、
今
後
も
コ
ン
タ
ク
ト
を
継
続
し
て
い
く
。

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
平　
野　
義　
文

新 

緑 

風 

会 

　
松　
本　
一　
郎

一般質問

第 2 回定例会において、市の施策の状況や方針について、
11 名の議員が市長、教育長に対して一般質問を行いまし
た。誌面の都合上、要約し掲載します。

質問項目の詳細につきましては、発言通告書をご覧ください。

質 問
一般質問
6 月２０日（第２号） ６月２３日（第３号）

市民クラブ 平野 義文 議員
新緑風会 松本 一郎 議員
市民クラブ 武田 貞行 議員
新緑風会 河合 清秀 議員

一般質問
公明党 猪口 満雅 議員
市民クラブ 坂井 秋子 議員
日本共産党議員団 山田 靖廣 議員
民優会 大和 勝 議員

６月２４日（第４号）

一般質問
民優会 坂井 照美 議員
公明党 斉須 正友 議員
日本共産党議員団 上田 久司 議員

一 般

Ｊ
Ｒ
北
海
道
苗
穂
工
場
移
転
誘
致
に
つ
い
て
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QR コードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
武　
田　
貞　
行　

市
営
住
宅
に
つ
い
て

質　
耐
用
年
数
の
経
過
状
況
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
本
市
で
は
、
平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
た
岩
見

沢
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
建
物
は
速
や
か
に
除
却
を
行
い
、
周
辺
の
景
観
や
防
犯

上
の
配
慮
に
努
め
て
い
る
。

　
長
寿
命
化
計
画
策
定
時
に
お
け
る
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
た

住
戸
は
、
134
戸
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
121
戸
は
こ
れ
ま

で
に
除
却 

、
あ
る
い
は
所
管
替
え
に
よ
る
用
途
変
更
を
行
っ

て
い
る
。
一
方
、
令
和
元
年
以
降
、
東
町
団
地
102
戸
を
含
む 

130
戸
が
新
た
に
耐
用
年
数
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
７
年

３
月
末
時
点
に
お
い
て
は
、
管
理
戸
数
１
千
875
戸
の
う
ち
、
耐

用
年
数
を
超
過
し
た
住
戸
は
143
戸
と
な
っ
て
い
る
。

質　
入
居
率
に
つ
い
て

答　
用
途
廃
止
の
準
備
の
た
め
に
募
集
を
停
止
し
て
い
る
団
地

の
空
き
住
戸
を
除
い
た
入
居
率
は
令
和
７
年
３
月
末
時
点
で 

77
・
４
％
と
年
々
低
下
し
て
い
る
。

質　
入
居
条
件
な
ど
の
緩
和
に
つ
い
て

答　
本
市
の
公
営
住
宅
は
、
岩
見
沢
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
中

で
、
入
居
者
の
住
宅
困
窮
度
や
収
入
、
同
居
親
族
の
有
無
な
ど

の
要
件
を
定
め
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
市
営
住
宅
の
入
居
率
改
善
に

向
け
て
、
本
来
目
的
で
の
利
用
促
進
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
長
期
間
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
戸
の
利
活
用
や
、
入
居

者
資
格
要
件
に
つ
い
て
、
北
海
道
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
調
査
研
究
を
進
め
る
。

岩
見
沢
市
病
院
事
業
に
つ
い
て

質　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
病
院
本
体
の
工
事
請
負
契
約
の
締
結
は
、
工
事

費
積
算
額
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
精
査
、
施
工
予
定
者
に
よ

る
Ｊ
Ｖ
組
成
の
調
整
が
整
い
次
第
に
な
る
た
め
、
明
確
な
時
期

ま
で
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
早
け
れ
ば
令
和
７
年
８
月
中
に
は

契
約
締
結
に
至
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
新
病
院
の
整
備
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
第
１

回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
で
の
審
議
を
経
て
議
決
を
得
て
い

る
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
が
適
用
さ

れ
る
地
方
公
営
企
業
法
に
お
い
て
、
議
会
の
議
決
は
必
要
と
さ

れ
て
い
な
い
が
、
新
病
院
の
建
設
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
規
模

な
事
業
費
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
一
般
会
計
へ
の
影
響
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
場
に
な
る
か
は
別
に
し
て
、
工
事

請
負
契
約
締
結
前
に
は
、
議
会
に
対
し
て
調
整
後
の
工
事
費
積

算
額
や
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
際
し
て
、
市
民
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
は
な
い
が
、
新
病
院
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
わ

み
ざ
わ
６
月
号
で
特
集
を
組
ん
で
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発
信
の
機
会
を
拡
充
し
、
丁
寧
で
分
か

り
や
す
い
表
現
に
努
め
る
な
ど
新
病
院
に
対
す
る
市
民
理
解
が

よ
り
深
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

米
の
消
費
者
価
格
高
騰
と
水
田
農
業
を
取
り
巻
く

　
　
　
　
　
　

 
現
状
と
今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

質　
令
和
９
年
か
ら
の
新
た
な
水
田
活
用
施
策
へ
の
考
え
方

答　
【
市
長
】国
は
、令
和
７
年
４
月
に
策
定
し
た
新
た
な
食
料・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
お
い
て
、
水
田
や
畑
地
に
関
わ
ら
ず

作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
示
し
、
詳
細

は
令
和
７
年
度
中
に
固
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
水
田
地
帯
の
本
市
に
お
い
て
、
水
田
で
転
作
作
物
を
生
産
す

る
こ
と
は
、
条
件
が
不
利
な
地
帯
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
地
域
農
業
再
生
協
議
会
に
て
、
水
田
地

帯
に
配
慮
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

本
市
と
し
て
は
、
持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
確
立
に
向
け
、

新
制
度
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
必
要
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
要
請
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質　
米
の
適
正
価
格
形
成
に
向
け
た
国
へ
の
要
請
に
つ
い
て

答　
米
の
価
格
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
２
月
の
備
蓄
米
の
放
出

以
降
も
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
。
現
状
の
価
格

が
続
け
ば
消
費
者
の
米
離
れ
に
つ
な
が
る
一
方
、
再
生
産
が
難

し
い
価
格
と
な
れ
ば
生
産
者
の
米
離
れ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
と
生
産
者
双
方
が
納
得
で
き

る
価
格
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
７
年
６
月
に
、
農
産
物
の
適
正
な
価

格
形
成
に
向
け
た
関
連
法
が
成
立
し
、
国
で
は
令
和
８
年
４
月

の
全
面
施
行
に
向
け
、
詳
細
を
検
討
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
実
効
性
の
あ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
な
る
よ
う
、
必
要
に
応

じ
て
国
へ
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新 

緑 

風 

会

　
河　
合　
清　
秀

公 

明 

党

　
猪　
口　
満　
雅
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市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
坂　
井　
秋　
子

部
活
動
の
地
域
展
開
の
取
組
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

質　
令
和
７
年
度
の
取
組
と
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
実
証

事
業
を
行
っ
た
軟
式
野
球
に
加
え
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
拠
点
化

へ
移
行
し
、
全
部
で
９
種
目
と
な
る
ほ
か
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
新
た
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
展

開
に
進
展
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
展
開
が
進
む
中
で
、
生
徒
や
保
護
者
、
地
域
住

民
な
ど
、
活
動
へ
の
関
わ
り
方
が
多
様
化
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

今
後
は
関
係
団
体
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
の
支
援
・

調
整
を
行
う
事
務
局
体
制
の
構
築
も
視
野
に
入
れ
、
必
要
な
環

境
整
備
を
段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

質　
財
源
確
保
の
た
め
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

答　
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
企
業

や
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る

協
力
や
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
に
芸
術
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
環
境
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
財
源
確
保
や
支
援
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
協
議
会
を
通
じ
て
具
体
的
な
連
携
方
法

や
支
援
ス
キ
ー
ム
の
構
築
を
図
り
た
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
み
処
の
拡
充
に
つ
い
て

質　
昨
年
の
利
用
実
績
や
開
設
日
数
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
、
公
共
施
設 

８
施
設
と
民
間
施
設
５
施
設
の
計
13
施
設
、
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
一
段
下
の
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
暑
さ
指
数
33
・
０
以
上
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
も
開
設
す
る
運
用
と
し
て
い
た
が
、
昨
年
は
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ず
開
設
実
績
は
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
気
温
や
暑
さ
指
数
に
関
わ
ら
ず
常
時
利
用
で
き
る
涼

み
処
と
し
て
公
共
施
設
11
施
設
と
民
間
施
設
４
施
設
の
計
15 

施
設
、
民
間
施
設
を
中
心
に
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
た
。

質　
拡
充
の
考
え
方
や
周
知
に
つ
い
て

答　
昨
年
は
臨
時
に
貸
室
な
ど
を
開
放
す
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
、
常
設
型
の
涼
み
処
に
分
け
て
運
用
し
て
い
た
が
、

今
年
は
こ
の
二
つ
を
統
合
し
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
や
暑
さ

指
数
に
関
わ
ら
ず
常
設
型
の
ク
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
運

用
す
る
こ
と
と
し
た
。
幌
向
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

一
部
の
部
屋
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
ほ
か
、
北
村
学
習
交
流

館
を
加
え
る
な
ど
、
公
共
施
設
13
か
所
と
民
間
施
設
５
か
所
の

計
18
か
所
を
開
設
す
る
。
市
役
所
本
庁
舎
は
利
用
日
時
を
拡
大

し
、
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
毎
日
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
開
放
す
る
。

　
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
相
当
の
暑
さ

が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
岩
見
沢
市
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
熱
中
症
に
対
す
る
注
意
喚
起
を

行
う
と
と
も
に
、
利
用
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

レ
ジ
袋
の
総
量
を
抑
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

　
　
　
　
　
　
　
削
減
に
つ
な
げ
る
取
組
に
つ
い
て

質　
他
の
自
治
体
の
先
行
事
例
に
対
す
る
調
査
等
の
実
施
に
つ

い
て

答　
【
市
長
】
本
市
で
は
、
道
内
35
市
に
対
し
調
査
し
た
経
緯

が
あ
り
、17
市
が
指
定
ご
み
袋
の
ば
ら
売
り
を
実
施
。 

そ
の
内
、

買
い
物
袋
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
す
る

な
ど
、
通
常
の
ご
み
袋
と
は
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
販
売
し
て
い

る
自
治
体
が
２
市
あ
っ
た
。

質　
「
指
定
ご
み
袋
」
を
ば
ら
売
り
し
、
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て

答　
平
成
27
年
度
の
ご
み
袋
有
料
化
の
際
に
、
い
つ
で
も
ば
ら

売
り
を
開
始
で
き
る
よ
う
、
袋
１
枚
ご
と
に
値
札
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
印
刷
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま
や
販

売
店
か
ら
の
要
望
が
無
い
こ
と
も
あ
り
、
ば
ら
売
り
の
実
施
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　

導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
し
て
は
、
他
市
の
調
査
で
は
、

在
庫
管
理
が
煩
雑
に
な
る
こ
と
や
、
陳
列
棚
の
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
る
な
ど
か
ら
、
取
り
扱
う
販
売
店
が
少
な
い
こ
と
や
、

特
定
の
容
量
の
袋
の
み
ば
ら
売
り
に
対
応
す
る
店
舗
が
あ
る
ほ

か
、
さ
ら
に
、
閉
店
な
ど
の
際
に
使
用
し
て
い
な
い
ご
み
袋
を

返
還
し
て
お
り
、
ば
ら
の
ご
み
袋
も
返
還
の
対
象
と
す
る
か
ど

う
か
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
に
も
検
討
が
必
要
と
な
り
、

そ
の
際
に
は
新
た
な
費
用
の
発
生
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
先
進
事

例
を
参
考
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
山　
田　
靖　
廣

民 

優 

会

　
大　
和　
　
　
勝
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民 

優 

会

　
坂　
井　
照　
美

学
校
給
食
に
つ
い
て

質　
学
校
給
食
費
の
値
上
げ
に
お
け
る
、
市
民
へ
の
周
知
方
法

や
実
行
時
期
に
つ
い
て

答　
【
教
育
長
】
令
和
７
年
７
月
に
学
校
給
食
費
を
改
定
す
る

旨
、
教
育
委
員
会
の
会
議
に
議
案
を
提
出
す
る
予
定
。
改
定
決

定
後
は
、
速
や
か
に
保
護
者
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に
も
周
知
を
行
う
。
ま
た
、

今
年
度
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
市
が
補
塡
し
た
上
で
現
行
単

価
に
据
え
置
き
、
来
年
度
以
降
に
向
け
て
は
、
国
の
動
向
を
注

視
し
、
市
長
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
保
護
者
負

担
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

質　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

答　
現
在
、国
で
は
学
校
給
食
無
償
化
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
る
。

　
本
市
の
学
校
給
食
費
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、
適
正
な
食
材
購
入
費
を
保
護
者
に
負

担
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る
た
め
、
国
に
先
行
し

て
無
償
化
の
取
組
を
進
め
る
考
え
は
な
い
。

質　
有
機
給
食
の
取
組
に
つ
い
て

答　
本
市
で
は
、
子
供
た
ち
に
安
全
安
心
な
給
食
を
提
供
す
る

た
め
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用
を
抑
え
た
、
岩
見
沢
産
な
な

つ
ぼ
し
や
栗
沢
町
の
ヤ
ー
コ
ン
を
使
用
し
て
い
る
。

　
有
機
農
産
物
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
リ
ス
ク
の

軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が 

、
そ
の
一
方
で

価
格
が
高
い
、
供
給
量
が
安
定
し
な
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て

質　
不
適
正
排
出
の
件
数
と
回
収
量
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
直
近
３
年
間
の
不
適
正
排
出
の
件
数
と
回
収
量

の
実
績
は
、
令
和
４
年
度
は
、
不
適
正
排
出
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼

付
枚
数
が
５
万
３
千
406
枚
、
回
収
量
が
９
万
７
千
830
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
令
和
５
年
度
は
４
万
７
千
948
枚
、
８
万
４
千
720
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
令
和
６
年
度
は
４
万
５
千
325
枚
、
８
万
180
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

貼
付
枚
数
及
び
回
収
量
と
も
減
少
し
、改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

質　
開
封
調
査
と
訪
問
指
導
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

答　
直
近
３
年
間
の
開
封
調
査
及
び
訪
問
指
導
の
実
績
は
、
令

和
４
年
度
は
開
封
調
査
箇
所
が
83
か
所
、
訪
問
指
導
件
数
が
38

件
、
令
和
５
年
度
が
72
か
所
、
127
件
、
令
和
６
年
度
が
100
か
所

65
件
と
な
っ
て
い
る
。

質　
ご
み
排
出
の
原
単
位
の
傾
向
と
減
量
対
策
に
つ
い
て

答　

原
単
位
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
減
少
に
転
じ
、

令
和
６
年
度
は

 485
グ
ラ
ム
と
前
年
度
に
比
べ
13
グ
ラ
ム
減
少
し

て
い
る
が
、
有
料
化
後
の
平
成
27
年
度
の
数
値
453
グ
ラ
ム
を
上

回
っ
て
い
る
。

　
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
大
型
ご
み
の

排
出
量
が
増
加
し
、
生
ご
み
が
全
体
の
約
40
％
を
占
め
て
い
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
減
量
化
と
資
源
化
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
大
型
ご
み
で
は
、
企
業
と
連
携
し
宅
配
を
活
用
し
た
家

電
の
回
収
等
を
実
施
。
生
ご
み
で
は
、
必
要
と
す
る
団
体
に
寄

付
を
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
更
な
る
連
携
先
の
拡
充
や
市
民
と
協
力
し
て
、
ご
み
の
減

量
化
及
び
資
源
化
を
進
め
た
い
。

市
立
総
合
病
院
の
看
護
職
員
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
勤
務
環
境
に
つ
い
て

質　
奨
学
金
償
還
免
除
後
の
退
職
者
の
割
合
や
傾
向
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
令
和
６
年
度
に
お
け
る
市
立
総
合
病
院
の
看
護

師
の
採
用
者
は
38
名
、
退
職
者
は
30
名
と
な
っ
て
お
り
、
学
生

時
代
に
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
、
償
還
免
除
と
な
る
期
間
を

経
過
し
た
の
ち
退
職
し
た
職
員
は
、
２
割
の
６
名
で
あ
る
。

　
そ
の
内
訳
を
償
還
免
除
期
間
終
了
後
の
在
職
年
数
別
に
す
る

と
、
期
間
終
了
と
同
時
に
退
職
し
た
者
が
２
名
、
２
年
以
内
に

退
職
し
た
者
が
３
名
、
４
年
以
内
に
退
職
し
た
者
が
１
名
と

な
っ
て
お
り
、
退
職
の
理
由
は
、
結
婚
や
転
居
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

質　
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

答　
職
員
の
意
識
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
応
じ
た
職
場
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
、研
修
の
受
講
を
希
望
す
る
職
員
に
対
し
て
は
、

積
極
的
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
男
女
を
問
わ
ず
、
育
児
休
業

の
取
得
も
推
進
す
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
努
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
多
職
種
連
携
推
進
委
員
会
を
院
内
に
設
置
し
、
多

職
種
間
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
業
務
改
善
に
取
り
組
み
、
業
務
の

効
率
化
や
軽
減
策
の
検
討
・
導
入
を
進
め
て
い
る
。
特
に
、
看

護
部
で
は
、
毎
年
、
業
務
量
や
職
員
満
足
度
に
係
る
調
査
を
行

い
、
職
員
の
状
況
や
課
題
の
把
握
に
努
め
、
業
務
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。
そ
の
１
つ
と
し
て
、
申
し
送
り
時
間
の
短
縮
に
も

取
り
組
み
、
シ
フ
ト
勤
務
の
重
な
る
時
間
内
で
終
え
る
よ
う
改

善
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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明 

党
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須　
正　
友

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
上　
田　
久　
司



審議結果

※可決した意見書案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。

令和 7年第２回臨時会（５月 16日令和 7年第２回臨時会（５月 16日  ）審議結果）審議結果

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
議案第 44 号 岩見沢市恩給条例の一部を改正する条例の一部改正について 原 案 可 決
議案第 45 号 財産の取得について 〃
議案第 46 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第１号） 〃
議案第 47 号 監査委員の選任について 【篠原 藤雄】 同　　　意
諮問第 １ 号 人権擁護委員の候補者の推薦について 【野崎 政義】 〃
諮問第 ２ 号 人権擁護委員の候補者の推薦について 【小山 祐子】 〃
諮問第 ３ 号 人権擁護委員の候補者の推薦について 【渡部 久美子】 〃
諮問第 ４ 号 人権擁護委員の候補者の推薦について 【岡田 裕明】 〃
諮問第 ５ 号 人権擁護委員の候補者の推薦について 【山口 あけみ】 〃

意見書第 ５ 号 国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求めることについて 原 案 可 決
意見書第 ６ 号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化について 〃
意見書第 ７ 号 児童生徒の個別最適な教育環境を整備する教育予算確保・拡充について 〃
意見書第 ８ 号 地方財政の充実・強化について 〃

意見書第 ９ 号 道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を見直しすべての子どもにゆたか
な学びを保障する高校教育について 〃

決議案第 ２ 号 総合戦略特別委員会の設置に関する決議の一部変更について 〃

令和 7年第 2回定例会（６月 16日令和 7年第 2回定例会（６月 16日 ▶ ▶ 6 月 27日）審議結果6月 27日）審議結果

〇議長・副議長の辞職・選挙や常任委員会の委員の選任などについて審議

　議会かわら版　　第 144 号7

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
選任第 １ 号 常任委員会委員の選任 選　　　任
選任第 ２ 号 議会運営委員会委員の選任 〃
選任第 ３ 号 新病院建設特別委員会委員の選任 〃
選任第 ４ 号 総合戦略特別委員会委員の選任 〃

辞職第 １ 号 議長の辞職 許　　　可
（峯　 泰教）

選挙第 １ 号 議長の選挙 当　　　選
（峯　 泰教）

辞職第 ２ 号 副議長の辞職 許　　　可
（野尻 　清）

選挙第 ２ 号 副議長の選任 当　　　選
（豊岡 義博）

選挙第 ３ 号 桂沢水道企業団議会議員の補欠の選挙

〃
河合 清秀
日向 清一
平野 義文
宮下 　透

選挙第 ４ 号 空知教育センター組合議会議員の補欠の選挙 〃
（木村 光宏）

選挙第 ５ 号 岩見沢地区消防事務組合議会議員の補欠の選挙

〃
坂井 秋子
武田 貞行
宮下 　透
大和　 勝

選挙第 ６ 号 南空知ふるさと市町村圏組合議会議員の補欠の選挙 〃
（峯　 泰教）

報告第 １ 号 専決処分した事件の承認について（岩見沢市税条例の一部改正） 承　　　認

議案第 43 号 監査委員の選任について 同　　　意
（日向 清一）
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議会傍聴案内・FM はまなす・他

8

  第２回定例会まで提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。

■ 国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求める意見書について

■ 適格請求書等保存方式（インボイス制度）の廃止等を求める意見書採択について

■ 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書について

市議会を傍聴して
　　　　　みませんか？

　定例会や委員会では、私たちの生活に関わる
大切なことを審議しています。ぜひ、一緒に考
えてみませんか？傍聴をご希望の方は、開催日
当日、市役所 4 階までお越しください。

傍聴のご案内ポスターです！

※岩見沢市議会では、本会議の様子をイン
ターネット配信（岩見沢市議会 YouTube
チャンネル）しております。ぜひご覧くだ
さい。

本会議をライブ中継しています！

FM はまなすへ出演いたしました。 令和７年第３回定例会

９月
　　　開会予定です。

　6 月 18 日（水）、広報広聴委員
会の活動としまして、FM はまな
すさんに出演させていただきまし
た。
　第 2 回定例会と傍聴についての
ご案内。そして、メンバーが新し
くなった広報広聴委員会の今年度
の活動についてご紹介させていた
だきました。

＜所管各部署＞
・農政部  ・農業委員会
事務局 ・経済部 
 ・建設部  ・水道部

※公式 youtube はこちら！
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所管事務調査

所管事務調査が
　　　行われま

した！

所管事務調査とは?
　毎年５～６月に各常任委員会では、事務調査
として、各常任委員会が所管する担当部署より、
それぞれの役割、本年度の取組等について説明
を受け、質疑応答を行います。終了後、施設等
の「現地調査」を実施。実際に訪問することで、
目で見て、話を聞き、各委員が感じ取ったもの
を今後の委員会活動に役立てております。

総務常任委員会

民生常任委員会 経済建設常任委員会

《岩見沢市立学校給食
　　　　　　　　　共同調理所》
　
　昭和４１年に開設。昭和５５年
に東町に移転。その後、平成２９
年に現在地（緑が丘５丁目）に新
築移転。
一日最大 7,000 食の調理が可能
な施設。出来上がった給食は 10
台の配送車で各学校へと届けられ
ています。

《岩見沢市新産業支援センター》
　

　新規事業の展開を目指す企業に
対する支援や企業家の育成等を通
じた新産業の創出を目的に、ICT
や、新技術を活用した既存事業の
高度化、新たなビジネスモデルに
よる事業展開等を支援するための
先進的機能を備えています。

＜所管各部署＞
・総務部  ・会計室  ・選挙管理委員会
事務局 ・監査委員事務局  
・企画財政部 ・教育委員会

＜所管各部署＞
・市立総合病院、市立栗沢病院
・健康福祉部  ・市民環境部

＜所管各部署＞
・農政部  ・農業委員会
事務局 ・経済部 
 ・建設部  ・水道部

《社会福祉法人光が丘学園》
　
 児童養護施設として昭和
３８年に設置認可。また、
児童家庭センター光が丘子
ども家庭支援センターも併
設しています。

《社会福祉法人幌向保育会
ほろむい認定こども園

　　　　　　　とことん》
　
　昭和５３年設置認可。令
和２年に保育所型認定こど
も園に移行。ほろむい認定
こども園とことんに改築・
改名しました。

《桂沢浄水場》
　
 令和３年３月に道内で最
大級の膜ろ過浄水場が完
成。
岩見沢市、美唄市の一部、
三笠市に水を供給していま
す。

《ヴィンヤード・モウ》
　
　栗沢町茂世丑の「（株）
こことある」が運営する
ヴィンヤード。
約１万２千本のワインを製
造しています。（令和 6 年
度）

《であえーる岩見沢》
　
　中心市街地活性化を目的
に元商業ビルを市が取得
し、平成２４年４月に市民
交流施設「であえーる岩見
沢」として再生しました。

【当日の流れ】

事務調査・・・午前 10 時より２時間程度
　（総務常任委員会は、午前 9 時 30 分開始）
　　　　　　
現地調査・・・事務調査終了後、２～ 3 時間程度

※現地調査場所や時間は、年度ごとに異なります。　　　　　　　
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　５月より早いもので任期の後半がスタートいたしまし
た。各委員会では新しく委員が選任されました。広報広
聴委員会では、引き続き「議会活動の発信」、「市民の声
を聴く」という役割をしっかり果たし、さらには、市議
会を少しでも身近に感じていただき、市民の皆様と市議
会をつないでいけるよう委員一同、努力を重ねて参りま
す。

（坂井 秋子）
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編集後記 議会広報広聴委員会
＜委員長＞　 坂井 秋子
＜副委員長＞ 松本 一郎
＜委員＞　　 新井 優也　
　　　　　　 木村 光宏
　　　　　　 野尻 　清
　　　　　　 河合 清秀　
　　　　　　 坂井 照美
　　　　　　 猪口 満雅　
　　　　　　 山田 靖廣

メンバーが新しくなりました。
２年間しっかり取り組んでまいります。

議
会

　

　いわみざわ市議会だより

議員会研修会を行いました
質問力を高める政策議会の一般質問

　３月 28 日（金）法政
大学法学部教授土山希美
枝様を講師にお招きし、
議員個々の質問力を高め
ることを目的とし、全議
員を対象とした研修会を
開催いたしました。前半
９０分は、「政策議会と
しての議会」、「一般質問

を機能させるために」など全６項目に沿った講演。後半６０
分は、代表者２名が過去に行った一般質問を題材に、グルー
プディスカッションを行いました。「○○といった聞き方だ
と伝わりやすかったのでは？」など様々な意見が。講師を
招いての研修、また、議員同士でのグループワークを通し、
改めて考える機会、そして、議員間での活発な意見交換が
なされたことで、大変有意義な時間となりました。

地域経営のための議会改革度調査 2024
岩見沢市議会　初ランクイン！

　４月に早稲田大学デモ
クラシー創造研究所様
の実施する「地域経営の
ための議会改革度調査
2024」におきまして、
全国１７８８議会中、第
２６１位、道内市議会で

は第２位という高い評価をいただきました。「政策力の強化」
「主権者の参画」「議会機能の強化」の３部門の合計による
もので、順位の発表は上位３００位までとなっています。
ランキング向上が目的の議会改革ではありませんが、市民
の皆さんのお役に立てる議会となれますよう評価結果を分
析、共有し取り組んでまいります。

全国市議会議長会表彰

　 令 和 ７ 年 5 月 20 日
に開催されました、「第
101 回全国市議会議長会
定期総会」において、副
議長４年以上の功績とし
て野尻清前副議長、議員
歴１０年以上の功績とし
て宮下透議員が議員表彰
を受けられました。

議会日誌

pick  up

政務活動費収支
報告書を掲載
しました！

　令和６年度の政務活動費について、会
派ごとの収支報告書を市議会ホームペー
ジに掲載しております。また、市役所本
庁、有明交流プラザ、北村支所、栗沢支
所の情報公開コーナーでも閲覧いただけ
ます。

　調査研究、その他の活動に資するため
必要な経費の一部として地方自治法及び
条例に基づき、会派に交付されます。

政務活動費とは？

４月 ４日 ・広報広聴委員会
１０日 ・各派代表者会議
１７日　・各派交渉会

５月 7 日 ・各派交渉会
１６日 ・議会運営委員会　・第２回臨時会
２８日 ・広報広聴委員会
２９日 ・総務常任委員会

６月 ３日 ・民生常任委員会
４日　・経済建設常任委員会

１３日 ・議会運営委員会
１６日 ・各派代表者会議　・第２回定例会（第１号）　

・正副委員長会議　・議員会役員会
・林活議連役員会　・広報広聴委員会

２０日 ・第２回定例会（第２号）
２３日 ・第２回定例会（第３号）
２４日 ・第２回定例会（第４号）
２５日 ・総務常任委員会　・民生常任委員会

・経済建設常任委員会
２７日 ・議会運営委員会　・第２回定例会（第５号）

・議員会役員会　・林活議連役員会
・広報広聴委員会


